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Abstract
The purpose of this paper is to identify concrete teaching methods for the
acquisition of a deeper understanding and interest in Japanʼs clothing culture as a part of
the study of the field of clothing in home economics education and life sciences.
The method used was the making of paper kimono patterns to obtain an
understanding of the kinds of kimono patterns. Acquiring an understanding of patterns
through the making of paper patterns has already been proposed by pioneers, but there
are several problems in implementing this in class. The first is the reduction of the time
allocated to home economics education in elementary, junior high, and senior high
schools. The second is that in classes with large number of students, there arise
differences in the progress of the learners.
Therefore, we targeted female college students in Hokkaido and examined whether
there is a method through which one could complete making paper patterns in 30
minutes. This practice was implemented over a period of three years. As a result, it
became clear that distribution of instructions on how to make the patterns was effective.
⚑．はじめに
⑴ 背景
今、家庭科教育には、日本の伝統や文化を尊重する態度を育てることが求められている。平成 18 年
12 月公布の教育基本法の前文1 には、伝統を継承し、新しい文化の創造を目指す教育を推進することが
示された。そして、その第⚑章第⚒条第⚕号には、教育の目標として⽛伝統と文化を尊重し、それらを
はぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度
を養うこと⽜2 と記され、様々な教科において⽛伝統と文化⽜を重視した学校教育が図られた。この教育
基本法の改訂を受け、平成 20 年⚓月の学習指導要領の告示において、⽛伝統や文化に関する教育の充実⽜
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が教育内容に関する主な改善事項として挙げられた3。さらに平成 28 年 12 月の中央教育審議会による
⽛幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等につい
て（答申）⽜においては、中学校技術・家庭科における教育内容の見直しとして、⽛主として衣食住の生
活において、日本の生活文化を継承する学習活動を充実する⽜が挙げられており、家庭科の新しい学習
指導要領においても、伝統や文化に関する教育の充実が継続して推進されている。
このように教育において⽛伝統や文化⽜が注視されるようになったのは、貿易のグローバル化と加速
する国際競争が背景として挙げられる。ファストファッションの例からもわかるように、近年の経済は
グローバル化が進展したことで、各国の相互依存が深まり、先進国同士あるいは先進国と途上国との協
調がこれまで以上に求められている。そのために、国際社会を生きる日本人としてのアイデンティティ
を持った国民の育成が、今必要とされているのである。
では、日本人が国際社会の一員として活躍するのに、なぜ⽛伝統や文化⽜の学びが必要とされるのか。
安野（2010）は、⽛伝統・文化⽜に関する教育の必要性を以下のように述べている4。
伝統や文化を大切にする心については、次代に伝えていくべき価値あることであり、21 世紀の教
育においても大切にはぐくんでいかなければならない。
グローバル化が進展する中で、民族、宗教、文化の違いに根ざした様々な問題が顕在化し、国家
間の友好関係を強化し信頼を醸成していく国際協調の必要性も増大している。このため、民族、宗
教、文化の多様性を再認識し、異なる文化を理解し、尊重する精神を涵養すること、地域社会の中
で他国の人々と共生していくことの重要性も高まっている。このことは同時に、自らのアイデン
ティティをいかにしっかりもつという課題が課せられているということでもある。
グローバル社会において、他国とのビジネスやコミュニケーションを成り立たせるには、各国の歴史や
文化、宗教等の多様な価値観を理解し、相互理解を深める必要がある。しかしそのためには日本人自身
も自国の歴史や文化等について相手に説明できなければ、双方向の理解とはならない。したがって、自
国の⽛伝統や文化⽜に関する学びは、国際社会で活躍する人材を育成するのに不可欠な学びなのである。
⑵ 家庭科衣生活分野の⽛伝統や文化⽜を視点とした教育内容
それでは、家庭科教育の衣生活分野において⽛伝統や文化⽜に関する学びにはどのようなものがとり
あげられているか、高等学校家庭科の教科書から該当箇所を項目のみ抜粋しまとめたのが表⚑である。
これによると、日本の染めや織り、浴衣の着装の仕方、江戸時代のエコスタイル、平面構成について触
れており、実習では、布ぞうり、甚平、はんてん、風呂敷で作るバッグ製作などがあった。なかでも平
面構成に関しては、教科書 16 冊のうち⚘冊に記載がみとめられ、高い関心を持たれていることが示され
た。
⑶ 研究の目的
それでは平面構成の構造を学習者が理解するには、どのような方法が良いか。一番効果的なのは、学
習者自身が実際に和服や浴衣等を製作してみることであるが、限られた授業時間のなかでは実現は困難
である。昨今の家庭科の授業時間配分の減少を受け56、短時間で完結できる学習方法が必要である。そ
こで、時間、学習スペース、コストの面から考慮して、紙を用いたきものひな形製作を通して平面構成
を理解させる学習方法を提案したいと考える。この学習方法については、先行研究においてすでに提案
されているが7、これを実際の家庭科の授業で扱うには時間配分の面において課題がみられ、その点につ
いては言及されていない。そこで本稿は、時間制約のある家庭科の授業において、どのようにきものペー
パーひな形を作れば学習者にとって効果的な学習となるか、その具体的な方法を検討することを目的と
する。
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表⚑ 家庭総合・家庭基礎の教科書における⽛伝統と文化⽜に関する学習内容
番
号
出版社
家庭総合
／
家庭基礎
教科書名
⽛伝統と文化⽜に関する
学習内容
301 東京書籍 家庭総合 家庭総合 自立・共生・創造
・平面構成について
・はっぴ（製作）
・文様や家紋について
・通過儀礼
・染めと織り
・染織工芸品
・刺し子と裂き織り
・着物の畳み方
・浴衣の着装の仕方
・江戸小紋師の紹介
302 教育図書 家庭総合 家庭総合 ともに生きる 明日をつくる
・平面構成について
・民族衣装
・和服
・染め・織り
・風呂敷でかんたんバッグ（製作）
303 実教出版 家庭総合 家庭総合 パートナーシップでつくる未来
・平面構成について
・じんべい（製作）
・布ぞうり（製作）
304 開隆堂 家庭総合 家庭総合 明日の生活を築く
・浴衣の着方
・平面構成について
・はんてん（製作）
・衣生活の文化（日本服装史、藍染め、刺
し子、裂織の紹介、和服の再利用）
305 大修館書店 家庭総合 家庭総合 豊かな生活をともにつくる
・平面構成について
・伝統織物、裂き織り・裂き編みの紹介
306 第一学習社 家庭総合 家庭総合 ともに生きる・未来をつくる
・紅型衣装（写真）
・衣文化の伝承と創造（和服）
・ふろしきと手ぬぐい
・平面構成について
・和服について
・染めと織り
・乳幼児の甚平（製作）
・津軽こぎん刺し
・刺し子（製作）
301 東京書籍 家庭基礎 家庭基礎 自立・共生・創造
・着物のエコリサイクル
・文様や家紋の例
・着物の畳み方
・江戸小紋師の特集
302 教育図書 家庭基礎 家庭基礎 ともに生きる明日をつくる
・裂織の紹介
・平面構成について
303 教育図書 家庭基礎 最新 家庭基礎 生活を科学する なし
304 実教出版 家庭基礎 家庭基礎 パートナーシップでつくる未来 ・寛衣形の衣服としての日本の和服
305 実教出版 家庭基礎 家庭基礎 21 ・和服の構成（平面構成）
306 実教出版 家庭基礎 図説 家庭基礎 なし
307 開隆堂 家庭基礎 家庭基礎 明日の生活を築く なし
308 大修館書店 家庭基礎 家庭基礎 豊かな生活をともにつくる
・刺し子、裂き織り、伝統織物、裂き編み
の紹介
309 大修館書店 家庭基礎 未来を拓く 高校家庭基礎
・江戸時代の循環型生活
・伝統織物、裂き織り・裂き編みの紹介
310 第一学習社 家庭基礎
高等学校 家庭基礎 ともに生きる・未来
をつくる
なし
⑷ 研究の方法
北海道の女子大生を対象に 2015 年～2017 年の⚓年間にわたり、ペーパーひな形製作を実践し、検討
を行った。さらに実際の家庭科の授業で扱うことを想定し、作業時間の制約を設けることとした。家庭
科⚑コマの授業時間 45～50 分のうち、準備、説明の時間を抜かし、ひな形製作に要する作業時間を 30
分上限とし、学習者全員が作品を完成させられることを目標とした。
⚒．ペーパーひな形実践結果
本実践は、90 分の授業時間のうち、受講生全員が 30 分でひな形を作り終えることを目標としている。
まず、和服の構成上の特徴について、立体構成と比較しながら解説をした。ついで受講生全員に、はさ
み⚑丁、セロハンテープ⚑巻ずつを配布し、講義室でひな形作成を行った。講義室前方には浴衣を衣紋
掛けに掛けて実物資料も提示した。
2015 年～2017 年にかけて実践と検討を繰り返した結果、⚓年目に成果がみられた。以下、⚓年間の実
践内容の概略を示す。
⑴ 2015 年
2015 年は 45 名の受講生を対象とした。まず図⚑を配布し、白い点線で裁断させ、青い部分ののりし
ろを【②́ →②、③́ →③、④́ →④】の順にパーツを繋いでもらい、一枚の長い用紙を用意させた。つい
で教員が手本を示し、受講生が実践するという形をとった。結果、90 分をかけてもひな形を完成させら
れない受講生が⚘名いた。理由として、受講生の人数が多かったため、教員の手元がみられず、進行に
ついていけなかったという回答があった。
⑵ 2016 年
2016 年は 34 名の受講生を対象とした。⚑回目の改善点を受け、今回はパワーポイントを用い、スラ
イドに手順を示し、⚑つ⚑つの工程を受講生とともに確認し、作業を展開させていった。結果、⚒年目
も 90 分で完成させられない受講生が⚖名いた。理由として、不明瞭な点があって作業が滞っているう
ちにスライドが進められてしまい、ついていけなくなったという回答があった。
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図⚑．A4サイズ ペーパーひな形
⑶ 2017 年
2017 年は 34 名の受講生を対象とし、目標とする 30 分以内で受講生全員がひな形を完成させることが
できた。改善点は、図⚑は使用せず、裁断・繋げる作業の必要のない細長い一枚の用紙を用意した（図
⚒）。これにより裁断、のりしろを貼るための作業時間が短縮できた。図⚒は、クラフト紙を反物の 10
分の⚑サイズ（幅 36 cm、長さ 120 cm）に裁断したものである。⚒点目の改善点は、作り方の手引書を
受講生に配布したことである（表⚒）。手引書をみながら各自で作業を進めることで、自分のペースで考
えながら作業を進めることができた。さらに 2016 年の実践とは異なり、スライドに注視する必要がな
いため、疑問点が生じた際には受講生同士で協力して解決する余裕もみられた。
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図⚒ クラフト紙を用いたひな形用の紙（⚑人⚑枚）
表⚒ ペーパーひな形の作り方手引書
順
番 手順
順
番 手順
1 2
3 4
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7 8
9 10
11 12
⚓．おわりに
本稿は、日本の伝統文化を代表するきものの構成について、家庭科の限られた授業時間内で、学習者
にその構造や特性について理解を深められるような学習方法を検討し、実践を行った。結果、ひな形製
作の用紙は A4 用紙を裁断し繋げるのではなく、最初から細長い一枚の用紙を用いること、製作手引書
を配布して学習者自身のペースで製作を進行する方法が効果的であり、30 分という限られた時間内にお
いて作業を完結させられることが実証された。
今、家庭科教育には、日本の伝統や文化を尊重する態度を育てることが求められている。安野（2010）
が⽛伝統や文化⽜の学習の必要性を述べたように、グローバル化が進展する中で、国家間の友好関係を
強化し信頼を得るためには、各国の多様な異文化を理解する必要があり、同時に日本人が自らのアイデ
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ンティティをいかにしっかりもつかということが重要になってくる。今後異なる文化をもつ人々との共
存や競争はますます激化していくだろう。家庭科衣生活分野の学習においても、⽛伝統や文化⽜に関する
学びは重要視されていくものと考える。しかしながら、現実の家庭科教育においてこの分野に関しての
学びは授業時間の短縮などの問題もあり、内容が希薄である。限られた制約の中で学習者に理解が深ま
るような授業方法を今後も検討しつづけていくことが必要であると考える。
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